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背景と目的 

 技術ガバナンス能力の一端を担う「技術の適切に評価する能力」を育成する実践的指導方法では。技術を評価

する意見と理由を学習グループ内の他者に示す学習活動が含まれている。しかしながら，学習グループ内での意

見が類似してしまう場合には，他者からの異なる視点の意見を得ることができず，評価の観点が偏ってしまう問

題が指摘されている（谷田他，日本産業技術教育学会，2015）。 
本教材は，中学校技術・家庭科技術分野（以下，技術科）の学習内容である「技術の適切な評価」の授業にお

いて，生徒が技術を評価する際に，社会的，環境的，経済的な側面のひとつに偏る従来の問題点を防ぎ，各側面

のメリットとデメリットを広い視点で捉えるための対話的な学びを支援する生成AIチャットボットである。 

生成AIチャットボットの作成方法 

学習の方法 
 生成 AI には ChatGPT5.1 を用いた。ChatGPT5.1 が行う学習の方法について，Web 検索などの機能をすべてオ

フにした。また，学習する知識・情報として「定義ファイル」と「出力パターンファイル」をアップロードした。 
「定義ファイル」は，技術の評価に関わる社会的，経済的，環境的な視点についての説明と，各視点にそれぞ

れ含まれる３つの項目を説明したものである。社会的視点は，①インフラに関する社会基盤，②技術の安全・安

心な使用・活用，③技術に関わる文化等から項目を構成した。経済的視点には，④時間や労力に関わる効率，⑤

金銭的な利益，⑥雇用や産業の項目を設定した。環境的視点には，⑦資源の持続可能性，⑧脱炭素の在り方，⑨

生物・自然等から項目を構成した。「出力パターンファイル」は，学習者が技術を評価した意見と理由に応じたパ

ターンの出力となるよう，形式を示したものである。 
プロンプト 

ChatGPT5.1には，役割として先生としてふるまうようにプロンプトを示した。次に，以下に示すStep１～５に

沿って処理を行うよう指示し，Step５で回答を出力するように命令した。 
Step１：「定義ファイル」を参照し，学習者の入力した回答に①～⑨のどの項目があるかを判定する。 
Step２：構成する項目が多く含まれている順に視点に対してA，B，Cのラベルを付ける。同様に，各項目にも a，
b，cのラベルを付ける。このように後からラベルを付けることで，回答に含まれる項目の出現の仕方を９個の項

目の総当たり数（２９＝512パターン）ではなく，11パターンに減らすことができる。 
Step３：回答に含まれた視点や項目のラベル及びその数に応じて出力のパターン（11 パターン）を決定する。 
Step４：「定義ファイル」を参照し，回答として出力する項目のメリットやデメリットを決める。 
Step５：「出力パターンファイル」に従って回答を出力する。 

試行結果 

先行研究（谷田他，学校教育実践学研究，2018）を参考に評価する技術のテーマを「伝統野菜」として，反対

する意見の理由を入力する試行実験を行った。試行実験では，９個の項目の組み合わせとして 511 通りの回答例

を作成し，理由に含まれる項目が判別できるかについて検討した。その結果，「項目完全一致」が 203，「項目が

多い」88 が，「余分な項目があり，足りない項目もある」が 61，「項目が少ない」が 159 であった。「項目完全一

致」と「項目が少ない」で 7 割を占めていることから，誤った判別をすることは比較的少なく，一定の使用レベ

ルに達している想定できた。 

 
図 生成AIチャットボットの概要 

教材（プロトタイプ）：

https://chatgpt.com/g/g-69
2505b84f8881919efd4f39
27e20565-tiyatutohotuto 
 
紹 介 動 画 ：

https://youtu.be/0cC0Ex_
3SkI 
 


